
注 文 書 
 

令和７年度 

工 事 名 第４５号  河原前橋旧橋撤去工事 

施工場所 名取市 高舘川上 地内 
 
    【工事概要】 

旧橋撤去工（上部工、P1 橋脚）一式 

切廻し道路工   L=72.7ｍ、W=4.0ｍ 

付替え道路工   L=40.1ｍ、W=4.0ｍ 

作業ヤード造成工 一式 

 
   【完成工期】 

                
      契約締結日の翌日から令和 8 年 2 月 27 日 

     
【契約条件】 

      前払金    有 

      契約保証金  徴収 

      出来高部分払 無 

 
    【添付書類】 

      １ 位置図 

      ２ 特記仕様書 

３ 金抜設計書 

４ 参考数量計算書 

５ 図面 



位置図

名取市高舘川上 地内



事務所名

備　　考

（１）積算基準及び設計単価の適用について

（２）工事請負契約締結後における設計単価の変更

適用「なし」
の理由

 

 (１) 関連工事による施工時期の調整

 (２) 施工時期による制限

 (３) 関係機関等との協議の未成立

 (４) 関係機関等との協議結果，特定条件の付加

 (１) 施工方法，機械施設，作業時間等の制限

 (１) 濁水,湧水処理のための特別な対策の必要性

５　工程関係

３　特例監理技術者の配置

８　排水工関係

上部工撤去は非出水期の11月着手とし、それまでに切廻し道路
や作業ヤード造成を行うこと。

各関係法令、条例による

東北電力及びNTTの移設工事及び水道の仮移設工事との調整
が必要。

2　主任技術者及び監理技術者（以下，配置技術者という。）の配置

１　共通仕様書の適用

通行止めに係る協議（道路法第95条第2項）

河川協議の結果旧橋撤去工事は非出水期（11月～5月）に行うこ
と。

契約工期初日以降，９０日以内に着手
（手持ち工事が完了した場合や，制約条件がない場合等は，期日以前の着手も可能）

契約工期初日以降，○○日以内に着手
土木工事共通特記仕様書第１編１－１－４によること。

請負者は，現場施工に着手する日の指定がない限り，原則として，契約工期初日以降，30日以内に現場施工に着手（３）上記以外

　上記現場施工に着手する日の前日までの期間において，工事準備等を含め工事現場が不稼動であることが明確な場合は，配置技術者の工事
現場への専任は要しない。
出納局契約課ホームページ参照のこと。http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/keiyaku/kk50.html

建設業法第２６条第３項ただし書の規程の適用を受ける監理技術者（特例監理技術者）の配置。
特例監理技術者を対象とする場合は下記によるものとする

１　特例監理技術者を配置する場合は以下の（ア）～（サ）の要件を全て満たさなければならない。
（ア）本工事の現場施工に着手する日までに，建設業法第２６条第３項ただし書による監理技術者の職務を補佐する者（以下，「監理技術者補佐」と
いう。）を専任で配置すること。
（イ）監理技術者補佐は，一級施工管理技士補（令和3年4月1日施行予定）又は一級施工管理技士等の国家資格者，学歴や実務経験により監理
技術者の資格を有するものであること。なお，監理技術者補佐の建設業法第２７条の規定に基づく技術検定種目は，特例監理技術者に求める技
術検定種目と同じであること。
（ウ）監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。
（エ）同一の特例監理技術者が配置できる工事は，本工事を含め同時に２件までとする。
（ただし，同一あるいは別々の発注者が，同一の建設業者と締結する契約工期の重複する複数の請負契約に係る工事であって，かつ，それぞれの
工事の対象となる工作物等に一体性が認められるもの（当初の請負契約以外の請負契約が随意契約により締結される場合に限る。）については，
これら複数の工事を一の工事とみなす。）
（オ）特例監理技術者が兼務できる工事は，本工事を所管する土木事務所（地域事務所）管内及び隣接土木事務所（地域事務所）管内の宮城県
内で施行される工事でなければならない。
（カ）特例監理技術者は，施工における主要な会議への参加，現場の巡回及び主要な工程の立会等の職務を適正に遂行しなければならない。
（キ）特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。
（ク）監理技術者補佐が担う業務等について，明らかにすること。
（ケ）専任補助者を配置しない工事であること。
（コ）維持管理業務同士は兼務できない。
※２４時間体制で応急処理工や緊急巡回等が必要な業務等
（サ）配置技術者の追加専任を必要としないもの。
２　本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務する場合，配置技術者届出書及び特例監理技術者の配置を予定している場合の確認事項
を提出すること。
３　本工事において，特例監理技術者及び監理術者補佐の配置を行う場合又は配置を要さなくなった場合は適切にコリンズ（ＣＯＲＩＩＮＳ）への登
録を行うこと。

４　積算基準及び設計単価の適用期日

本工事は，当初工事請負契約締結後において，契約日を基準日として設計単価の設計変更を行うこととする。
なお，設計変更の対象は，資材単価・労務単価及び機械単価等の全ての設計単価とする。
ただし，災害に伴う応急仮工事など緊急を要す工事において，積算月と契約月が同月となる場合など，工事請負契約締結後
における設計単価の変更が必要ないと判断される場合においては，適用「なし」を選択することも可能とし，その場合は下欄に
その理由を記載する。

積算基準及び設計単価は、令和　７年　6月　の基準及び単価としている。

 (１) 現場施工に着手する日の指定
　　　（配置技術者の配置要件の特例）
※平成２５年４月１日以降適用「現場施工の着手日を指定し
た工事における配置技術者の配置要件の特例について」

（２）請負者が着手日を選択出来る工事（フレックス工事）

－　特　記　仕　様　書　－   

切廻し道路で水道の取出し管が埋設している箇所がある。

河原前橋旧橋撤去工事

６　公害対策関係

 (１) 交通安全施設等の指定

施工方法，作業時間の制限

宮城県公安委員会

 (２) 占用埋設物との近接工事による

宮城県仙台土木事務所

　施　工　条　件　明　示　書

交通誘導員及び迂回路看板について指定がある。

内　　　　　　　容

本工事は，宮城県土木部制定「共通仕様書」を適用するほか，本特記仕様書により施工するものとする。
仕様書の記載内容の優先は，「特記仕様書」「共通特記仕様書」「共通仕様書」の順とする。

条　　件項　　　　　　　　目

建設部土木課第45 号工事番号

７　安全対策関係

工事名

施　工　方　法

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

対象 対象外

ある ない

ある ない



名称 所在地

 (２) 建設発生土 処理・処分 

　　

処理・処分方法

 (２) 建設発生土以外の 処理・処分 時 分 ～
建設副産物 時 分

時 分 ～
時 分

時 分 ～
時 分

時 分 ～
時 分

時 分 ～
時 分

（１）生コンクリート

（２）購入土

（３）宮城県グリーン製品の利用 １.植生基盤材等，視線誘導標，型枠用合板は，原則として宮城県グリーン製品を用いること。

２．盛土材,埋め戻し材

３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（４）県内産製品の使用

（５）現場吹付法枠工

（１）舗装の下請制限について

（２） 「ダンプ土砂運搬等下請を行う工事における

工事費内訳調査」の対象の有無

（３）三者会議の対象の有無

（４）貸与資料の有無

（5）発注者支援（工事監督支援業務）対象の有無

（6）法定外の労災保険の付保について

（7）熱中症対策に資する現場管理費補正の試行の有無

処理・処分する場所

名取市愛島笠
島字東南沢34

本工事は「ダンプ土砂運搬等下請を行う工事における工事費内訳調査」の対象工事であり，請負者は，調査票等に必要事項
を正確に記入し発注者に提出する他，ダンプ土砂運搬等下請負契約に関する関係書類を提出すること。

１４　資材関係

中間処理 3.0

１５　設計変更の手続き

詳細については，以下のホームページ「設計変更ガイドライン【土木工事,建設関連業務】」を参考とすること。
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/henkou-guideline.html
トップページ > しごと・産業 > 土木・建築・不動産業 > 建設業 > 設計変更ガイドライン【土木工事,建設関連業務】

本仕様書によるもののほか工事施工に関して必要な資料として工事契約後下記の資料を貸与する。

土木工事共通特記仕様書第１編１－１－３によること。

生コンクリートの使用に当たっては，「宮城県生コンクリート品質管理監査会議」が交付する「品質管理監査合格証」を有する工場の製品，又は同等
以上の品質管理を行っていることが認められる工場の製品を使用すること。

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ跡
地

（１）設計変更の手続きについて

１１　現場環境改善 内容

　「宮城県グリーン製品」利用推進指針によること。「宮城県グ
リーン製品」を使用した場合は，請負者は循環型社会推進課
ＨＰより「チェックリスト」をダウンロードし，使用材料や数量等
を入力後，工事完了後に監督職員に提出（電子メール）する
こと。

請負工事費が，１億５千万円以上の工事および発注者が必要と認める工事。
土木工事共通特記仕様書第３編１－１－9および品質証明実施要領によること。

上記に該当せず，請負工事費が１億円以上の工事。
土木工事共通特記仕様書第３編１－１－９および品質証明実施要領によること。

吹付モルタルにおける圧縮強度の規格値は，18N/mm2以上とする。

１６　その他

１２　品質証明

 (１) 建設発生土以外の建設副産物の処理・処分について 下記の処理・処分は設計積算上の条件明示であり，処理施設を指定するものではない。なお，下記によらない場合は，監督職員と協議すること。ま
た，処理・処分に先立ち処分場等の受入れの可否を確認すること。なお，廃棄物の処理に当たっては「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵
守すること（環境省または循環型社会推進課のＨＰを参照）。

処理・処分する場所 距　離 制　限　時　間

コンクリ ート塊(有筋）
東京石灰工業㈱仙
台工場

名取市高舘吉田
字舘山2

中間処理 3.0 km

 (１) 建設発生土の処理・処分について
本工事の残土は，下記に運搬するものとする。なお，下記により難い場合が生じたときは，協議を行うこととする。

９　建設副産物対策関係（建設発生土）

制　限　時　間

１０　建設副産物対策関係（建設発生土以外の建設副産物）

処理・処分方法 距　離

設計変更については，工事請負契約書第１９条～第２６条及び共通仕様書第１編１－１－１－１４～１－１－１－１６に記載しているところであるが，
その具体的な考え方や手続きについては，「工事請負契約における設計変更ガイドライン」（宮城県土木部）によることとする。

名取市高舘吉田
字舘山2

工事監督支援業務の受注者が現場監督支援する場合，工事請負者対し「工事打合せ簿」により担当技術者（所属会社等名・
氏名）の通知を行うこと。

本工事では，法定外の労災保険加入にかかる保険料を予定価格に反映しているため，本工事において受注者は法定外の労災保険に付さなけれ
ばならない。なお，加入後受注者は，工事請負契約書第６２条に基づき，証券又はこれに代わるものを直ちに発注者に提示すること。

本工事は熱中症対策に資する現場管理費率の補正の試行対象工事である。本運用による設計変更を希望する場合は，別
途定める「熱中症対策に資する現場管理費補正の試行要領」に基づき，発注者に協議すること。

仮置き

請負者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には，請負者は，当該工事の受注者（当該下請工事の一部に係
る二次以降の下請負人を含む）も同様の義務を負う旨を周知すること。

本工事は，工事着手前等に当該工事の発注者，施工者，詳細設計等を担当した設計者が参加して，設計図書と現場の整合
性の確認及び設計意図の伝達等を行う「三者会議」を設置する対象工事である。
土木工事共通特記仕様書第３編１－１－５によること。

貸与資料（設計計算書、設計測量成果等の成果品については、必要に応じて貸与する。）

3.3 km

現場環境改善の具体的な実施内容，実施期間については，施工計画書に明記し，監督職員と協議すること。

（１）品質証明書および施工プロセス品質確認
　　チェックリストの対象

（２）施工プロセス品質確認チェックリストの対象

１３　標準的な設計図書による発注方式

備　考

工事現場内及び工事現場間で再利用する場合は，施工管理及び契約方法等について，施工計画打合せ時に監督職員と協議すること。

本工事は，「県土木部発注工事における県内産製品優先使用の試行要領」の対象工事である。
工事の施工にあたっては，試行要領に基づき適切に実施すること。
事業管理課ホームページ参照　http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/kensanzai.html

必須

土木工事共通特記仕様書第３編１－１－１４によること。

購入土を使用する場合は，材料承諾時に「採石法第33条による採取計画認可書の写し」，又は「砂利採取法第16条の採取計画認可書の写し」を
提出すること。

km

その他 km

km

コンクリ ート塊(無筋）

 (３) 再生材の利用
種類・数量 再生密粒度アスコン２０F、RC－４０、再生瀝青安定処理材（40）

アスファルト塊

名取市高舘吉田
字舘山2

東京石灰工業㈱仙
台工場

中間処理 3.0 km

東京石灰工業㈱仙
台工場

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない



（１）「ICT施工・３次元化等の活用提案」の適用工事

（２）実施された技術についての費用計上（設計変更）

（１）工事情報共有システムの活用

（3）ウィークリースタンス等の推進

（１）週休２日モデル工事

実施困難工事
の理由

（２）週休２日モデル工事の型式

（３）週休２日モデル工事の種別

（４）週休２日モデル工事の区分

（１）女性活躍推進モデル工事

（１）下請承認事務簡素化モデル工事

（１）建設現場の遠隔臨場に関する試行工事

１．対象工事の場合，活用する技術については，「ICT施工・３次元化等の活用提案　工事計画書」に基づき選択する
　　こと。
2．ICT施工・３次元化等の活用提案の適用の有無に係わらず，「ICT施工・３次元化等の活用提案　工事計画書」に記
　　載の技術は，施工計画・技術提案等（いわゆる作文）の評価対象外とする。（「簡易型（施工計画型）」，「標準型」，
　　「高度型」の場合）
　　なお，「ICT施工・３次元化等の活用提案」の対象外工事の場合も，同様の取扱いとする。

本工事は，受発注者協力のもと，建設業の魅力創出を図ることを目的にウィークリースタンス等の推進を図ることとし，「ウィークリースタンス等実施要
領」に基づき，取組内容を受発注者間で協議及び共有し，工事を進めていくこととする。
詳細については，宮城県土木部事業管理課のホームページを参照すること。（http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/weekly.html）

１９　週休２日モデル工事の適用の有無

１７　総合評価落札方式における「ICT施工・３次元化等の活用提案」の適用の有無

　働き方改革・生産性向上に関する事項
項　　　　　　　　目 条　　件

（２）工事書類の簡素化の試行について
本工事は，工事書類の簡素化を目的とした試行対象工事である。実施にあたっては「宮城県土木部における工事書類簡素
化の試行要領」に基づき行うこと。

１８　業務効率化

本工事は工事情報共有システムの活用対象工事であり，請負者は工事着手時に別途定める「工事情報共有システム事前協
議チェックシート」により，必要事項について監督職員と協議を行うこと。実施にあたっては「土木工事における工事情報共有
システムの実施要領」及び「土木工事における工事情報共有システムの活用ガイドライン」に基づき行うこと。

１．発注者指定型の場合は，当初積算時に４週８休以上を確保した場合の経費の補正を行うこととし，設計変更時に達成状況
に応じた補正の見直しを行うこととする。
２．受注者希望型の場合は，設計変更時に達成状況に応じた経費の補正を行うこととする。
なお，（１）が実施困難工事の場合は，当該項目も対象外となる。

２０　女性活躍推進モデル工事の適用の有無

２１　下請承認事務簡素化モデル工事の適用の有無

4） 費用
　　遠隔臨場に必要な機器・通信費は標準積算基準の率計上に含まれる。

実施に当たっては，発注者から工事打合せ簿により，「下請承認事務簡素化モデル工事」である旨を別途指示するものとす
る。

内　　　　　　　容

設計変更の積算手法については，総合評価落札方式の手引きのとおりとする。なお，（１）が対象外の場合は，当該項目も対
象外となる。

１．週休２日モデル工事の対象工事の場合は，名取市「週休２日モデル工事」実施要領に基づき行うことする。
なお，週休２日モデル工事の型式については，下記（２）のとおりする。
２．改正労働基準法（平成30年６月成立）による罰則付きの時間外労働規制が令和６年４月から建設業に適用されることを踏
まえ、令和６年４月には、維持工事等も含めて、週休２日の確保を目指すことから、「週休２日モデル工事」での発注を原則と
する。ただし、災害復旧工事など工事期間が限定されるなど確保が難しい場合は、例外的に週休２日対象工事としないことも
可能とする。その場合は「実施困難工事」として、下欄にその理由を記載する。

現場閉所型：巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除き、現場事務所での事務作業を含めて、
１日を通 して現場や現場事務所を閉所する。
交　替　制  ：現場閉所を行うことが困難な工事について、技術者及び技能労働者が交替しながら休日確保の取組を行う。

週休2日モデル工事の区分は「通期の週休2日」と「月単位の週休2日」に区分する。
当初発注においては「通期の週休2日」を指定、積算している。

　　「通期の週休２日」：対象期間全体で、４週８休相当以上の休日を取得したと認められる状態。
　　「月単位の週休２日」：対象期間の全ての月において、４週８休以上の休日を取得したと認められる状態。

２２　建設現場の遠隔臨場に関する工事の適用の有無

「建設現場の遠隔臨場に関する試行工事（以下，「本試行工事」という。）」は，受注者における「段階確認に伴う手待ち時間の
削減や確認書類の簡素化」や発注者（監督員）における「現場臨場の削減による効率的な時間の活用」等を目指し，動画撮
影用のカメラ（ウェアラブルカメラ等）とＷｅｂ会議システム等を使用して「段階確認」，「材料確認」と「立会」の遠隔臨場を行うも
のである。なお，本試行工事は，『建設現場の遠隔臨場に関する試行要領（案）』の内容に従い実施する。(事業管理課ホーム
ページ　https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/enkakurinjou.html)

本試行工事を対象とする場合は下記によるものとする。

1） 段階確認・材料確認，立会での確認
　① 受注者が動画撮影用のカメラ（ウェアラブルカメラ等）により撮影した映像と音声をスマートフォン向けのＴＶ電話や
　　　Ｗｅｂ会議システムを利用しながら確認するものである。試行内容については，受注者との協議により実施するもの
　　　とする。
　② 確認実施者が監督補助員の場合は，監督補助員は使用するＰＣにて遠隔臨場の映像（実施状況）を画面キャプ
　　　チャ等で記録し，情報共有システム（ＡＳＰ）等に登録して保管する。（従来の立会資料の管理同様とする。）

2） 機器の準備
　　本試行工事に要する動画撮影用のカメラ（ウェアラブルカメラ等）やＷｅｂ会議システム等は受注者が手配，設置す
　　るものとし，発注者側にて準備している動画撮影用のカメラ（ウェアラブルカメラ等）や既に使用しているＷｅｂ会議
　　システム等を含め詳細については，監督職員と協議し決定するものとする。
3） 効果の検証
　　本試行工事を通じた効果の検証及び課題の抽出に関するアンケート調査に協力するものとする。詳細は，監督職
　　員の指示による。

実施に当たっては，宮城県土木部「女性活躍推進モデル工事」実施要領に基づき行うものとする。
実施要領は，宮城県ホームページ（https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri/）で確認のこと。

対象 対象外

対象 対象外

対象 対象外

あり なし

対象 対象外

対象 対象外

対象 対象外

対象 対象外

発注者

指定型

受注者

希望型

現場閉 交替制



備　　考

（１）労働者確保に関する積算方法の試行工事

12.82%

1.52%

（２）労働者宿舎設置に関する積算方法の試行工事

（１）遠隔地からの建設資材調達に係る設計変更

（１）施工箇所が点在する工事積算方法の試行の対象工事

６ 受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については，法的措置及び入札参加資格制限等の措置を行う場合
がある。

　本工事は，「労働者宿舎設置に関する試行要領」（以下試行要領）の対象工事である。
　労働者宿舎の設置を希望する場合については，「試行要領」に基づき監督職員と事前に協議すること。

内　　　　　　　容

７ 受注者は，実績変更対象間接費にかかる設計変更について疑義が生じた場合は，監督員と協議するものとする。

２３　被災地以外からの労働者確保に要する間接費の設計変更の運用

２４　遠隔地からの建設資材調達に係る設計変更

４ 受注者の責めによる工事工程の遅れ等受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については，設計変更の対象としな
い。

　東日本大震災に伴う特例制度

５ 発注者は，実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更する場合，受注者が実績変更対象間接費について実際
に支払った額のうち証明書類において確認された費用から，宮城県土木部においては土木工事標準積算基準（宮城県土木
部）に基づき算出した額における実績変更対象間接費を差し引いた費用を加算して算出する。なお，全ての証明書類の提出
がない場合であっても，提出された証明書類をもって設計変更を行うものとする。

下記の建設資材は，通常地域内から調達することを想定している
が，安定的な確保を図るために，当該調達地域以外から調達せ
ざるを得ない場合には，事前に監督職員と協議するものとする。ま
た，購入費及び輸送費に要した費用については，証明書類（契約
書及び納品書等）を添付するものする。なお，添付する証明書類
（契約書及び納品書等）は原本を提示（写しの提出）とし，受注者
名，納品者名，使用資材名，規格・形状，使用（納品）日，使用
（納品）数量等が記載されている物を監督員に提出し，その費用
について設計変更することとする。

購入費の対象は，生コンクリート・アスファルト合材・石材等（山砂，
砕石，捨石，被覆石等）とする。
輸送費の対象は，仮設材（鋼矢板等）とする。

条　　件

２ 本工事の予定価格の算出の基礎とした設計額（宮城県土木部においては，土木工事標準積算基準に基づき算出した額）
における実績変更対象間接費の割合は次のとおりである。

本工事における共通仮設費の金額は，
対象地区毎に算出した共通仮設費を
合計した金額とする。また，現場管理費
の金額も同様に，対象地区毎に算出し
た現場管理費を合計した金額とする。
なお，共通仮設費率及び現場管理費
率の補正（大都市，施工地域等）につ
いては，対象地区毎に設定する。

３ 受注者は，実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更を希望する場合は，実績変更対象間接費に係る費用の
内訳を記載した「労働者確保に係る実績報告書（様式１）」及び実績変更対象間接費について実際に支払った全ての証明書
類（領収書，領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書など。）を監督員に提出し，設計変更の内容につい
て協議するものとする。

受注者は，購入費及び輸送費を変更し
たい場合は，「工事打合せ簿」に次の
事項を記載し発注者に提出し協議する
ものとする。
1 地域内及び基地に，建設資材がない
ことを証明する資料（打合せメモ等）
2 遠隔地から購入及び輸送する建設資
材の名称・規格及び製造・生産工場の
名称（使用材料の建設資材名及
び規格・形状等の証明資料「品質証
明」）
3 遠隔地から建設資材を購入及び輸
送する理由
4 製造・生産工場を選定した理由
5 見積もり書
6 その他，必要と思われる事項

１ 本工事は，「共通仮設費（率分）のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下記に示す費用（以下「実績変更対
象間接費」という。）について，契約締結後，労働者確保に要する方策に変更が生じ，宮城県土木部においては土木工事標
準積算基準（宮城県土木部）に基づく金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は，実績変更対象間接費の支出
実績を踏まえて最終精算変更時点で設計変更する「労働者確保に関する積算方法の工事」である。

　　営繕費：労働者送迎費，宿泊費，借上費
　　労務管理費：募集及び解散に要する費用，賃金以外の食事，通勤等に要する費用

施　行　方　法

２５　施工箇所が点在する工事の間接費の積算

項　　　　　　　　目

（１）土砂等建設資材を供給元で引取する場合の積算の取扱
い

・本工事の施工において，調達（購入）する予定の○○の設計単価は，現場持込価格（単価）としている。
ただし，契約後，施工計画に基づき，○○の調達条件について異なる場合は，監督職員と協議すること。
・資材搬入において，標準作業以外の作業（現場外の仮置き等）が生じる場合は，監督職員と協議すること。

　　１）共通仮設費（率分）に占める実績変更対象間接費（労働者送迎費，宿泊費，借上費）の割合：

　　２）現場管理費に占める実績変更対象間接費（募集及び解散に要する費用，賃金以外の食事，
　　　通勤等に要する費用）の割合：

間接工事費（共通仮設費及び現場管理費）について，工事量の増大による資材やダンプトラック等の不足による作業効率の
低下等により現場の実支出が増大し，積算基準による積算とかい離が生じていることが確認されたため，積算基準書等により
各工種区分に従って対象額ごとに求めた共通仮設費率及び現場管理費率に，それぞれ以下の補正係数を乗じている。

補正係数　　共通仮設費：１．３　現場管理費：１．１

２６　その他

本工事は，施工箇所が点在する工事であり，共通仮設費及び現
場管理費について標準積算と施工実態に乖離が考えられるた
め，「○○地区（施工箇所○○，○○），△△地区（施工箇所○
○），□□地区（施工箇所○○）（以下，対象地区という）」ごとに共
通仮設費及び現場管理費を算出する「施工箇所が点在する工事
積算方法の試行」の対象工事である。

（２）東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等
に関する試行について

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない



 (１) 工事区間における対応

 (２) 住民への配慮

 (３) 現場内の管理

 (4) 交通誘導員

 (１) 建設副産物処理の報告

 (２) 建設副産物の取り扱い

 (１) 社会的貢献

 (２) 安全管理の創意工夫等

 (１) 段階確認

 (１) 現場代理人の緩和措置

 (１) 契約終了後の提出物

 (２) 事前測量

 (３) 設計図書と現地の相違点

 (４) 詳細図・施工図

 (５) 竣工時提出資料

 (６） その他

 (７) 共通仕様書、マニュアルについて

・本工事においては、1日あたり2人の交通誘導員を配置するものとしており、通行止め
開始から2週間については5人計上し、合計226人を計上している。

・施工計画時点で実施を検討している
ものについては、施工計画書へ記載す
ること。

・施工計画時点で実施を検討している
ものについては、施工計画書へ記載す
ること。

下記の安全管理面で実施した場合は監督員へ報告すること。
1．安全管理に関する技術開発や，創意工夫に取り組んでいる。
2．安全職場実現への取り組みが，工事関係者以外（労基署，警察署，住民）から評価
されている。
3．安全衛生管理活動を適宜実施した。
4．供用道路上，海上航路上での事故防止，一般交通確保等のための工夫
5．ゴミの減量化，分別収集の工夫等

下記の社会的貢献面で実施した場合は監督員へ報告すること。
1．道路，河川，海岸等の環境保全を実施した。
2．県立公園等及びその周辺の環境保全を実施し，動植物の保護等に取り組んだ。
3．現場事務所，作業現場の環境を周辺地域との景観に合わせる等、周辺地域との調
和を図った。
4．道路掃除等のボランティア活動に積極的に参加した。
5．災害時に地域への援助・救援活動に積極的に参加した。
6．その他（例えば、毎年地域のために貢献していること）

着手前調査において，本設計図書との相違点が確認された場合は，直ちに監督職員
に報告するとともに，対応を検討し書面で協議すること。

下記の内容について必ず確認すること。
　　1) 共通仕様書　　　　　　　 ：令和　６年１０月　１日以降適用
　　2) 土木設計マニュアル 　　：平成２１年　７月　１日以降適用

監督職員と協議の上提出すること。

構造物等の変更・追加による図面は監督職員と協議のうえ請負業者が作成すること。変
更設計に使用できる図面で数量も計上すること。なお，これに伴う費用は受注者の負担
とする。
竣工時工事成果については、宮城県共通仕様書等に記載されているところであるが、
下記のものについては紙面および電子データで提出すること。
　・出来形図（設計最終図面の設計数値に出来形数値を赤書きしたもの）
　・設計最終図面（最終設計変更の数値を記載した図面）
　・設計最終数量計算書

1）工事関係者（作業員含む）は，工事目的を十分に理解することに努め，監督員や現
場責任者または設計図書のみに頼らず，常に疑問をもって工事の施工に取りかかること
とし，各自が疑問点を解決しやすい職場環境を形成するとともに臨機応変の対応ができ
るよう現場教育を徹底すること。
2）本工事は標準積算基準により積算している。現場条件等により標準積算基準での施
工が困難な場合は，監督職員と協議すること。
3）その他，疑義のある場合は，事前に監督職員と協議すること。本設計仕様等で疑義
が生じた場合は直ちに監督職員と協議するものとし，打合せ・協議・承諾・指示等の内
容は全て工事打合せ簿等の書面で行うこと。

　下記のとおりとする。
　　1) 施工計画書
　　2) 設計照査結果
　これらについて、契約終了後速やかに提出を行うこと。

この工事は，「東日本大震災に伴う復旧・復興工事等における現場代理人の常駐義務
の緩和措置について」該当工事である。

契約後，早急に事前測量を実施し，成果を提出すること。
1）施工に先立ち事前測量を実施し監督職員の確認を得ること。なお，設計内容と異な
る場合は，速やかに監督職員と協議すること。
2）事前測量の結果を，横断図にして提出のこと。紙ベース（仕様書と同じ計画線も入れ
る）による提出、及びCD-R等にSFC形式で保存したものを各1部提出すること。

・工事実施に先立ち、関係住民への事前説明（チラシ等の配布）の周知徹底すること。
・作業内容では騒音及び振動が大きくなるものと思慮するが、作業日の数日前に周辺
住民への連絡を行うこと

　特　記　事　項

 ６　その他

 ４　一般施工

　段階確認を受ける工種及び施工段階は，共通仕様書に記載のある事項と他請負者の
判断で必要があると判断される事項を，事前に書面にて監督職員に提出すること。

 ５　現場代理人の緩和措置

 ２　建設副産物の処理

 １　工事一般

・本工事において発生する建設副産物等の処理については、再生資源利用計画書及
び再生資源利用促進書を作成し施工計画書に含めなければならない。

共通仕様書1-1-4に基づき施工計画書
に明記すること。

 ３　社会的貢献及び安全管理

・本工事で発生した建設副産物等の処理については、設計計上されていないものに関
しても「建設廃棄物処理計画書」を作成すること。

建設廃棄物等を処理した場合は「建設
廃棄物等処理結果報告書」、「マニュ
フェスト」、「処理状況写真」を提出のこ
と。

・現場内の管理を徹底し、事故を未然に防止すること。

監督職員と協議を行った上で、事前説
明方法を検討し、工事中のトラブル発
生の防止を図ること。

・公道通行時の法定速度の遵守、右左折時の安全確認の徹底に努める。
・付近の環境に配慮し、粉塵対策として、工事区間内及び公道の清掃に努めるものとす
る。

諸法令を熟知し、現場に即した措置を
講じること。







































































【 河原前橋 】

旧橋撤去数量計算書



§1. 数量総括表

A1橋台 ⑮ 〃 t 3.1 〃

A1橋台 ⑬ 〃 t 2.2 〃

A1橋台 ⑭ 〃 t 5.2 〃

A1橋台 ⑪ 〃 t 2.2 〃

A1橋台 ⑫ 〃 t 5.0 〃

A1橋台 ⑨ 〃 t 5.5 〃

A1橋台 ⑩ 〃 t 2.4 〃

A1橋台 ⑦ 〃 t 2.1 〃

A1橋台 ⑧ 〃 t 2.4 〃

コンクリート取壊し 鉄筋構造物 m
3 43.9

ブロック吊り重
量

A1橋台 ① 100t吊クローラクレーン t 2.3 1ブロックあたり

A1橋台 ③ 〃 t 3.7

A1橋台 ② 〃 t 1.9 〃

〃

A1橋台 ④ 〃 t 1.8 〃

A1橋台 ⑤ 〃 t

下部工撤去工

レベル4
細別

レベル5
規格等

 

m
2 113.0

ワイヤーソーイ
ング貫通孔

2.1 〃

A1橋台 ⑥ 〃 t 4.6 〃

旧橋撤去工　数量総括表

ブロック吊り重
量

端部(地覆部) 100t吊トラッククレーン t 4.1 1ブロックあたり

備　　考単位 数量
レベル1
工事区分

レベル2
工種

レベル3
種別

上部工撤去工

中間部 〃

m 37.26

t 〃3.6

25.12

V=43.9 110.0

18.84mコアボーリングφ50

ワイヤーソーイ
ング切断工

床版吊り孔

殻処理 鉄筋コンクリート殻

撤去工

t

コアボーリングφ100 m

 

0.6t

ガードレール撤
去

撤去重量

ガス切断工

橋面撤去工  

笠木付ガード
レール

Gr-C-2B相当

 

m 8.60

- 1 -

        



レベル4
細別

レベル5
規格等

旧橋撤去工　数量総括表

備　　考単位 数量
レベル1
工事区分

レベル2
工種

レベル3
種別

〃

〃

〃

50t吊トラッククレーン

〃

〃

矢板工 L=8.00m 鋼矢板Ⅲ型

t 2.9 〃

A2橋台 ①

A2橋台 ②

A2橋台 ⑦

A2橋台 ⑥

A2橋台 ⑤

A2橋台 ④

A2橋台 ③

A2橋台 ⑧

A2橋台 ⑨

〃

〃

〃

〃

〃

〃

t 4.3 〃

t 5.8 〃

t 3.1 〃

t 4.1 〃

t 4.2 〃

t 4.1 〃

t 2.9 〃

t 2.3 〃

t 4.1 〃

t 4.1 〃

t 4.1 〃

t 4.1 〃

t 4.3 〃

t 5.8 〃

t 3.1 〃

P1橋脚 ⑤

P1橋脚 ⑥

P1橋脚 ⑦

P1橋脚 ②

P1橋脚 ③

P1橋脚 ④

〃

〃

〃

P1橋脚 ① 〃

油圧シリンダ挿
入孔

φ200 m 3.00

t

102.5

m 34.11

枚 45

ワイヤーソーイ
ング切断工

m
3

m
2 116.7

56.8

m
3 43.6

m 35.42

m 5.31

V=56.8 

244.4

V=43.6 

コンクリート取壊し 鉄筋構造物

殻処理合計

無筋構造物

ワイヤーソーイ
ング貫通孔

コアボーリングφ50

油圧式静的破壊
工

仮設工

カッター切断工 切断深さ30cm

大型土のう工 設置・撤去 袋 122

 

141.9殻処理 鉄筋コンクリート殻 t

無筋コンクリート殻 t

 

  

- 2 -

P1

P1

P1

P1

27.4

 4.8

 27.4        

          4.8

 32.2

 34.2

 10.8

 14.4

㎥

㎥

㎥



レベル4
細別

レベル5
規格等

旧橋撤去工　数量総括表

備　　考単位 数量
レベル1
工事区分

レベル2
工種

レベル3
種別

床掘  

埋戻し  

 

15～20cm

 

m
3 288.7

339.1m
3

 

不足土  m3 88.1

割栗石詰  27.9

根固め工

 

  

 

m
3

土工
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 14.8

構造物撤去工

根固めブロック
撤去 22.0個

27.9



§2. 上部工撤去工

(1) ブロック吊り重量

・端部(地覆部) N＝4本

V1 ＝ × ＝ m
3

1ブロックあたり重量

W1 ＝ × t/ ＝ t

・中間部 N＝26本

V2 ＝ × ＝ m
3

1ブロックあたり重量

W2 ＝ × t/ ＝ t

(2) コンクリート取壊し合計 (鉄筋構造物)

・端部(地覆部)

V1 ＝ × ＝ m
3

・中間部

V2 ＝ × ＝ m3

＝ m3

(3) 殻処理合計（鉄筋コンクリート殻）

・端部(地覆部)

W1 ＝ × ＝ t

・中間部

W2 ＝ × ＝ t

＝ t

1.44

1.62

1.44 2.500

4

26

6.48

4.1 16.4

3.6 93.6

ΣW 110.0

4

26

0.18 9.000 1.62

0.16 9.000 1.44

3.6

1.62 2.500 4.1

37.44

ΣV 43.92

断 面 図

400

5100

4300 400

3
7
5

160 14@334=4676 160

5100

52 52

1
5
0 4
3
2

4
6
5

4
3
2

4
6
5

床版吊り孔、ワイヤソー貫通孔、ワイヤソー切断工
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(4) 床版吊り孔 (コアボーリングφ100 )

L ＝ ( ＋ )× × ＝ m

(5) ワイヤーソーイング切断工

A ＝ ( ＋ )× × × ＝ m2

(6) ワイヤソー貫通孔(コアボーリングφ50)

L ＝ ( ＋ )× × ＝ m

113.02

56 25.1160.432 0.465 1/2

18.8370.432 0.465 1/2 42

0.432 0.465 1/2 9.000 28

- 5 -



§3. 橋面撤去工

(1) ガードレール撤去 (笠木付ガードレール)

1) 撤去延長

L ＝ × 2 ＝

2) 撤去重量

W ＝ × ／ ＝

(2) ガス切断工

支柱 (φ114.3)

L1 ＝ π × × ＝240.114 8.595 m

18.631 37.262 m

37.262 16.4 kg/m 1000 0.6 t

35 桁 長 9000 30 桁 長 9000 35

橋 長 18100

4@2000=8000

笠木付ガードレール撤去

H=0.800m

5
1
0
0

4
0
0

4
3
0
0

4
0
0

5
1
0
0

4
0
0

4
3
0
0

4
0
0

600 430 600 4@2000=8000

4@2000=8000 600 430 600 4@2000=8000

A2A1 P1

笠木付ガードレール撤去

H=0.800m

笠木付ガードレール撤去

H=0.800m

笠木付ガードレール撤去

H=0.800m

60
°
0′

0″

60
°
0′

0″

ガードレール撤去延長 18631

ガードレール撤去延長 18631

平 面 図
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§4. 下部工撤去工

(1) ブロック吊り重量

1)A1橋台

① N=1本 (鉄筋構造物)

V1 ＝ × × × 2 ＝ m3

V2 ＝ × × ＝ m3

V3 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

V4 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

② N=1本 (無筋構造物)

V5 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m
3

V6 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

③ N=2本 (無筋構造物)

V7 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

④ N=1本 (無筋構造物)

V8 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m
3

V9 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑤ N=1本 (無筋構造物)

V10 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m
3

V11 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

＝ m3

W ＝ × t/m3 ＝ t

1/2 0.70

0.081 0.254 1/2 0.300 1.000 0.05

0.884 1.068 1/2 1.000

ΣV 0.75

0.75 2.350 1.8

0.254 0.427 1/2 0.300 1.000

0.700 0.884 1/2 1.000

ΣV 0.80

0.80 2.350 1.9

1.58 2.350 3.7

0.060.254 0.427 1/2 0.300 0.575

0.081 0.254 1/2 0.300 0.575 0.03

0.10

0.700 0.884 1/2 1.581.000 2.000

1.291 0.483

0.300 0.346 0.100 0.02

0.70

0.300 0.475 5.773 0.82

ΣV 0.93

0.93 2.500 2.3

0.700 0.884 1/2 1.000

0.482 1.290 1/2

ΣV 0.90

0.90 2.350 2.1

0.482 1.290 1/2 0.86

0.254 0.427 1/2 0.300 0.425 0.04
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⑥ N=2本 (無筋構造物)

V12 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

W ＝ × t/m3 ＝ t

⑦ N=1本 (無筋構造物)

V13 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m3

V14 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑧ N=1本 (無筋構造物)

V15 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑨ N=2本 (無筋構造物)

V16 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

W ＝ × t/m3 ＝ t

⑩ N=1本 (無筋構造物)

V17 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑪ N=1本 (無筋構造物)

V18 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑫ N=2本 (無筋構造物)

V19 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

W ＝ × t/m3 ＝ t

1.253 1.400 1/2 0.800 2.000 2.12

0.94 2.350 2.2

1.03 2.350 2.4

1.291

1.253 1.400 1/2 0.800

0.482 1.290 1/2 0.94

0.483 1/2 1.03

1/2 0.300 0.425 0.02

2.12 2.350 5.0

1.068 1.253 1/2 1.000

0.482 1.290 1/2 1.03

1.03 2.350 2.4

2.32 2.350 5.5

ΣV 0.89

0.89 2.350 2.1

0.884 1.068 1/2 1.000 2.000 1.95

0.884 1.068 1/2 1.000

1.95 2.350 4.6

1.291 0.483 1/2 0.87

0.081 0.254

1.068 1.253 1/2 1.000 2.000 2.32

1.068 1.253 1/2 1.000

- 8 -



⑬ N=1本 (無筋構造物)

V20 ＝ ( ＋ )× ×

×( ＋ )× ＝ m
3

W ＝ × t/m3 ＝ t

⑭ N=3本 (無筋構造物)

V21 ＝ × × ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑮ N=3本 (無筋構造物)

V22 ＝ × × ＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

2)P1橋脚

1.400 1/2 0.800

1.291 0.483 1/2 0.94

1.924 2.300 0.500

1.253

2.21

1.924 2.300 0.300 1.33

0.94 2.350 2.2

2.21 2.350 5.2

1.33 2.350 3.1

2
4
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0 1
0
0

6
0
0

1
0
0

6800

100 6600 100

100 600 100

800

100 6400

6600

100

ワイヤソー切断

ワイヤソー貫通孔

φ50

2400
カッター切断

2
5
5
0

6
0
0

3
0
0

4
3
0
0

2
5
05
0
0

4
0
0

1
0
0
0

7
5
0

800 800 800

ワイヤソー切断位置

1
5
0
0

1
8
0
0

1 2 2 1

3 4 4 3

ワイヤソー切断

4@1600=6400

3
0
0

3
0
0

2
5
5
0

6
0
0

3
0
0

4
3
0
0

2
5
05
0
0

4
0
0

1
0
0
0

7
5
0

1
5
0
0

1
8
0
0

3
0
0

3
0
0

5 5 5 5

6 6 6 6

7 7 7 7

ワイヤソー切断

200 6400 200

6800

4@1700=6800

ワイヤソー切断

100 4@1600=6400 100 ワイヤソー切断位置

ワイヤソー切断

7
5
0

400 1300 1600 1600 1300 400

正 面 図

平 面 図

7
5
0

断 面 図

300 5800 300
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① N=2本 (鉄筋構造物)

V1 ＝ 2 × × × ＝ m
3

V2 ＝ {( ＋ )× }
2
× × × ＝ m

3

V3 ＝ 2 × × × ＝ m3

V4 ＝ × × ＝ m3

V5 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

V6 ＝ × × ＝ m3

＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

② N=2本 (鉄筋構造物)

V7 ＝ × × ＝ m
3

V8 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

V9 ＝ × × ＝ m
3

＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

③ N=2本 (鉄筋構造物)

V10 ＝ 2 × × × ＝ m
3

V11 ＝ × × ＝ m
3

＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

④ N=2本 (鉄筋構造物)

V12 ＝ × × ＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑤ N=4本 (鉄筋構造物)

V13 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

V14 ＝ × × ＝ m3

＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑥ N=4本 (鉄筋構造物)

V15 ＝ × × ＝ m3

W ＝ × t/m3 ＝ t

1.09

2.400 0.300 1.700 1.22

1.22 2.500 3.1

1.800 1.300 1.40

0.600 1.800 1.600 1.73

2.400 0.300 1.700 1.22

1.73 2.500 4.3

ΣV 2.31

2.31 2.500 5.8

0.800 2.400 1/2 0.400 1.700

0.600 π/4 1/2 1.800 0.25

1/2 0.250

0.600 0.750 1.600 0.72

0.800 0.600 1/2 0.250 1.600 0.28

0.800 0.600 1/2 1.300

0.600 0.750

0.64

0.800 0.13

0.600

π/4 1/2 0.500

π/4 1/2 0.750 0.11

0.800 0.500 1.300 0.52

0.800 0.500 1.600

0.250 0.23

0.800 0.600 1/2 0.05π/4

0.591.300

0.600

ΣV 1.63

1.63 2.500 4.1

ΣV 1.64

1.64 2.500 4.1

ΣV 1.65

1.65 2.500 4.1
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⑦ N=4本 (無筋構造物)

V16 ＝ × × ＝ m
3

W ＝ × t/m3 ＝ t

3)A2橋台

① N=1本 (鉄筋構造物)

V1 ＝ × × × 2 ＝ m
3

V2 ＝ × × ＝ m
3

V3 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

V4 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

＝ m3

W ＝ × t/m3 ＝ t

2.400 0.300 1.700 1.22

0.254 1/2 0.300 0.575 0.06

0.300 0.346 0.100 0.02

0.300 0.475 5.773 0.82

0.254 0.081 1/2 0.300 0.575 0.03

0.427

ΣV 0.93

0.93 2.500 2.3

1.22 2.350 2.9

346 5081 346

5773

4
7
5

300
300

600

400

800

1
0
0

1
0
0

1
0
7
5

(
推
定
)

300

800 800 800

ワイヤソー貫通孔
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0
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0
0
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0
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0
0
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0
0
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0
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8
0
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0
0
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5
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6800
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100 6400
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4@1600=6400 ワイヤソー切断位置

ワイヤソー切断
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0
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0
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0

3
0
0

2400

4
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0
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100 4@1600=6400 100 ワイヤソー切断位置
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8
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翼 壁

300 5800 300
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② N=1本 (鉄筋構造物)

V5 ＝ 2 × × × ＝ m
3

V6 ＝ {( ＋ )× }
2
× × × ＝ m

3

V7 ＝ 2 × × × ＝ m3

V8 ＝ × × ＝ m3

V9 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m3

V10 ＝ × × ＝ m3

V11 ＝ × × × ＝ m3

＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

③ N=2本 (鉄筋構造物)

V12 ＝ × × ＝ m
3

V13 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

V14 ＝ × × ＝ m
3

＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

④ N=1本 (鉄筋構造物)

V15 ＝ 2 × × × ＝ m
3

V16 ＝ {( ＋ )× }2× × × ＝ m3

V17 ＝ 2 × × × ＝ m
3

V18 ＝ × × ＝ m
3

V19 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

V20 ＝ × × ＝ m
3

V21 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑤ N=2本 (鉄筋構造物)

V22 ＝ 2 × × × ＝ m3

V23 ＝ × × ＝ m
3

＝ m
3

W ＝ × t/m3 ＝ t

⑥ N=2本 (鉄筋構造物)

V24 ＝ × × ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

0.040.311 0.194 1/2 0.300 0.500

0.800 0.600

0.600 0.750 1.300 0.59

0.600 π/4 1/2 0.750 0.11

0.800 0.500 1.300 0.52

0.600 1/2 π/4 1/2 0.250 0.05

1/2 0.250 1.300 0.23

0.138 0.240 0.011/2 0.500

0.800 0.64

0.28

0.500 1.600

0.800 0.600 1/2 0.250 1.600

0.800 0.600 1/2 0.250 1.300 0.23

0.600 0.750 1.300 0.59

0.600 π/4 1/2 0.750 0.11

0.800 0.500 1.300 0.52

0.800 π/4 1/2 0.500 0.13

0.800 0.600 1/2 π/4 1/2 0.250 0.05

1.800 1.600 1.730.600

ΣV 1.64

1.64 2.500 4.1

ΣV 1.64

1.64 2.500 4.1

0.600 0.750 1.600 0.72

ΣV 1.67

1.67 2.500 4.2

ΣV 1.65

0.600 π/4 1/2 1.800 0.25

0.600 1.800 1.300 1.40

0.800 π/4 1/2 0.500 0.13

0.800

1.65 2.500 4.1

1.73 2.500 4.3

- 12 -



⑦ N=4本 (鉄筋構造物)

V25 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
3

V26 ＝ × × ＝ m
3

＝ m3

W ＝ × t/m3 ＝ t

⑧ N=4本 (鉄筋構造物)

V27 ＝ × × ＝ m3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

⑨ N=4本 (無筋構造物)

V28 ＝ × × ＝ m
3

W ＝ × t/m
3 ＝ t

(2) コンクリート取壊し(鉄筋構造物)

1)A1橋台

V1 ＝ ① ＝ m
3

2)P1橋脚

V2 ＝ ①+②+③+④+⑤+⑥

＝ × 2 ＋ × 2 ＋ × 2 ＋ × 2

＋ × 4 ＋ × 4 ＝ m
3

3)A2橋台

V3 ＝ ①+②+③+④+⑤+⑥+⑦+⑧

＝ ＋ ＋ × 2 ＋ ＋ × 2

＋ × 2 ＋ × 4 ＋ × 4 ＝ m
3

ΣV ＝ ＋ ＋ ＝ m
3

(3) コンクリート取壊し(無筋構造物)

1)A1橋台

V1 ＝ ②+③+④+⑤+⑥+⑦+⑧+⑨+⑩+⑪+⑫+⑬+⑭+⑮

＝ ＋ × 2 ＋ ＋ ＋ × 2

＋ ＋ ＋ × 2 ＋ ＋

＋ × 2 ＋ ＋ × 3 ＋ × 3 ＝ m3

2)P1橋脚

V2 ＝ ⑦

＝ × 4 ＝ m
3

2.400 0.300 1.700 1.22

0.800 2.400 1/2 0.400 1.700 1.09

1.22 2.350 2.9

0.93

1.63

27.42

1.65

0.93 1.64 1.64

0.300 1.700 1.22

28.40

ΣV 2.31

2.31 2.500 5.8

1.22 2.500 3.1

2.400 0.300 1.700 1.22

2.400

0.80 1.58

33.84

1.64 1.73

2.31 1.22

1.67 1.65

1.73 2.31 1.22

0.75 0.90 1.95

0.93 27.42 28.40 56.75

0.89 1.03 2.32 1.03 0.94

1.22

2.12 0.94 2.21 1.33

4.88

- 13 -



3)A2橋台

V3 ＝ ⑨

＝ × 4 ＝ m
3

ΣV ＝ ＋ ＋ ＝ m3

(4) 殻処理（鉄筋コンクリート殻）

1)A1橋台

W1 ＝ × t/m
3 ＝ t

2)P1橋脚

W2 ＝ × t/m
3 ＝ t

3)A2橋台

W3 ＝ × t/m
3 ＝ t

ΣW ＝ ＋ ＋ ＝ t

(5) 殻処理（無筋コンクリート殻）

1)A1橋台

W1 ＝ × t/m3 ＝ t

2)P1橋脚

W2 ＝ × t/m
3 ＝ t

3)A2橋台

W3 ＝ × t/m
3 ＝ t

ΣW ＝ ＋ ＋ ＝ t

(6) ワイヤーソーイング切断工

1)A1橋台

A1 ＝ ( ＋ ＋ ＋ ＋ )× ＝ m
2

A2 ＝ ( ＋ )× × × ＝ m
2

＝ m2

79.5 11.5 11.5 102.5

28.32

46.50

4.88

28.40 2.500 71.0

71.0

33.84 4.88

4.88 2.350 11.5

4.88 2.350 11.5

0.93 2.500 2.3

27.42 2.500

43.60

68.6

2.3 68.6 141.9

18.18

0.300 0.884 1.068 1.253 1.400 5.773

ΣA

33.84 2.350 79.5

0.700 1.400 1/2 5.773 3

1.22 4.88

- 14 -

V2 =⑦
　 =1.22 × 4　     
                                                            　          ＝    　4.88㎥

V2 =①+②+③+④+⑤+⑥
　 =1.63 × 2　+　1.64　×　2　+　1.65　×　2　+　1.73　×　2     
                               +　2.31　×　4　+　1.22　×　4　           ＝    27.42 ㎥



2)P1橋脚

A3 ＝ ( × ＋ 2 × )× 2 ＝ m
2

A4 ＝ × ＝ m
2

A5 ={ × +( + )× ×

+ × }× 3 ＝ m2

A6 ＝ {( ＋ )× ×

＋ × }× 3 ＝ m2

＝ m2

3)A2橋台

A7 ＝ × ＝ m
2

A8 ＝ ( × ＋ 2 × )× 2 ＝ m
2

A9 ＝ × ＝ m
2

A10 ={ × +( + )× ×

+ × }× 3 ＝ m
2

A11 ＝ {( ＋ )× ×

＋ × }× 3 ＝ m2

＝ m
2

ΣA ＝ ＋ ＋ ＝ m
2

(7) ワイヤソー貫通孔(コアボーリングφ50)

1)A1橋台

L1 ＝ ( ＋ ＋ ＋ )× ＝ m

2)P1橋脚

L2 ＝ ( ＋ ＋ )× ＝ m

3)A2橋台

L3 ＝ ( ＋ ＋ )× ＝ m

ΣL ＝ ＋ ＋ ＝ m

(8) 油圧式静的破壊工

A1橋台

L ＝ × ＝ m

(9) 油圧シリンダ挿入孔(φ200)

A1橋台

L ＝ × ＝ m

13.815 10.800 10.800

0.884 1.068 1.253 1.400 3

0.600 0.600 2.400 3

0.600

2.656 2

0.500 6

0.600 2.400 3

2.400 6.800

10.800

7.53

16.32

6.32

5.312

3.000

35.42

13.815

10.800

2.400 1/2

0.600

ΣA 34.25

6.32

0.800 0.600 1/2 0.250

2.550

2.400 0.300 4.08

0.500

0.600 5.800 0.600 π/4

0.600 5.800 0.600 π/4

0.300 5.773

46.50 34.25

0.800 2.400 1/2 0.400

2.400

2.400 6.800

0.800 0.500

35.98 116.73

0.600 2.550

ΣA 35.98

1.73

0.300 4.08

7.53

16.32

0.800 0.600 1/2 0.250

0.800

0.4000.800

- 15 -



(10) カッター切断工(切断深さ30cm)

1)A1橋台

L1 ＝ × ＝ m

2)P1橋脚

L2 ＝ × ＝ m

3)A2橋台

L3 ＝ × ＝ m

ΣL ＝ ＋ ＋ ＝ m5.312 14.400 14.400 34.11

2.656 2

2.400 6

2.400 6

5.312

14.400

14.400

- 16 -

構造物撤去工

根固めブロック撤去

22.0　個　N=　22



§5. 仮設工

(1) 矢板工

18.00 m

備考

SY295

kg

質量
(kg)

矢板工延長 L=

名称

鋼矢板

21,600

Ⅲ型

長さ
(m)

規格

8.000 45

単位質量
(kg/本)

単位質量
(kg/m)

数 量
(枚)

60.0 480.00 21,600

合計

- 17 -



(2) 打込み長および加重平均N値

・打込み長 L ＝ m

・加重平均N値 N ＝

(3) 大型土のう工

N1 ＝ × /( × ) × ＝

N2 ＝ × /( × ) × ＝

ΣN ＝

5.85

32

1.08013.0001.000 1.100

Ag1 Ag2 計

-

平均N値

31.6
Ｎ値

層厚L(m)

Ｎ×L

沖積第1礫質土

6

6

地層記号

土　質

袋66

沖積第2礫質土

22 38 -

2.350

51.70

3.500

133.00

5.850

184.70

122 袋

1.000 11.000 1.080 1.100 56 袋

Co
G G

Co
Co

3
50
0

5
85
0

鋼矢板Ⅲ型
L=8.00m

P1

Ag1

Ag2

1:0.5 1:
0.
5

23
5
0

- 18 -



§6. 土　工

Co
Co1:0.5 1:

0.
5

:橋脚

a= 2.800m2(フーチング)
a= 0.188m2(柱)

DL=15.00

a=4.732m2

:床掘・埋戻し

6400(柱延長)

6800(フーチング延長)

正 面 図断 面 図

【 P1 】
35

3
7

▽19.157

▽15.620

4
46

3

80
0
0

- 19 -



平 面 図

(1) 床　掘（土砂）

　1)A1橋台

V1= ( 3.372 + 1.970 )× 1/2 × 20.449 m
2
× 1/2 = 27.31 m

3

V2= 5.733 × 20.449 m
2 = 117.23 m

3

-V3= 5.733 × 5.959 m
2 = -34.16 m

3

= 83.07 m
3

V4= ( 1.964 + 3.292 )× 1/2 × 20.449 m
2
× 1/2 = 26.87 m

3

V1= 27.31 ＋ 83.07 ＋ 26.87 = 137.25 m
3

　2)P1橋脚

V= ( 8.020 + 6.800 )× 1/2 × 4.732 m
2 = 35.06 m

3

《控除数量》

柱 v1= 6.400 × 0.188 m
2 = 1.20 m

3

フーチング v2= 6.800 × 2.800 m
2 = 19.04 m

3

= 20.24 m3

V2= 35.06 － 20.24 = 14.82 m3

- 20 -



　3)A2橋台

V1= ( 1.862 + 2.321 )× 1/2 × 18.804 m
2
× 1/2 = 19.66 m

3

V2= 6.800 × 18.804 m
2 = 127.87 m

3

V3= ( 1.859 + 2.467 )× 1/2 × 18.804 m
2
× 1/2 = 20.34 m

3

《控除数量》

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ v1= 5.773 × 0.117 m
2 = 0.68 m

3

竪　壁① v2= 6.600 × 0.200 m
2 = 1.32 m

3

竪　壁② v3= ( 6.600 + 6.400 )× 1/2 × 0.088 m2 = 0.57 m3

竪　壁③ v4= 6.400 × 1.506 m
2 = 9.64 m

3

フーチング v5= 6.800 × 2.800 m2 = 19.04 m3

= 31.25 m3

V3= 19.66 ＋ 127.87 ＋ 20.34 － 31.25 = 136.62 m
3

　4)床掘合計

ΣV= 137.25 ＋ 14.82 ＋ 136.62 = 288.69 m
3

(2) 埋戻し（C）

　1)A1橋台

橋台 V= 5.733 × 5.921 m
2 = 33.95 m

3

V1= 137.25 ＋ 33.95 = 171.20 m3

　2)A2橋台

V= 31.25 = 31.25 m
3

（土工,A2橋台床掘控除数量,前述数式参照）

V3= 136.62 ＋ 31.25 = 167.87 m
3

　3)埋戻し合計

ΣV= 171.20 ＋ 167.87 = 339.07 m3

- 21 -



(3) 不足土

　1)A1橋台

(土砂) V1= 137.25 － 171.20 ／ 0.9 = -52.97 m
3

　2)P1橋脚

(土砂) V2= 14.82 － 0.00 ／ 0.9 = 14.82 m
3

　3)A2橋台

(土砂) V3= 136.62 － 167.87 ／ 0.9 = -49.90 m3

　4)不足土合計

ΣV= -52.97 ＋ 14.82 ＋ -49.90 = -88.05 m
3

- 22 -



§7. 根固め工

(1) 割栗石詰 (15～20cm)

V1= ( 3.600 + 2.400 )× 1/2 × 1.200 × 8.020 = 28.87 m3

-V2= ( 0.395 + 0.178 )× 1/2 × 0.435 × 8.020 = -1.00 m
3

= 27.87 m
3

- 23 -



（作業ヤード造成、切廻し道路）

【 河原前橋 】

仮設工数量計算書



§1． 数 量 総 括 表

-1-



　

数     量     総     括     表
1 / 1

工     種
（レベル2）

種     別
（レベル3）

細     別
（レベル4）

規     格
（レベル5）

単位 数　量 設計値 備     考

C1 流用可 139.3  P.4

B1 流用土 29.3  P.4

B2 流用土 27.3  P.4

80.6  P.4

C2 流用可 4.2  P.4

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ落蓋側溝
250

参考重量
172kg 6.0 　 P.9

表 層 工
再生密粒度As20F

t=5cm 226.2  P.13

上層路盤工
再生As安定処理

t=6cm 231.8  P.13

下層路盤工
RC-40
t=13cm 237.3  P.13

PP系織布 211.1 　 P.13

表 層 工
再生密粒度As20F

t=5cm 165.6  P.13

路 盤 工
RC-40
t=20cm 169.6  P.13

PP系織布 232.8 　 P.13

62.2 　 P.17

32.0 　 P.17

13.0 　 P.20

9.2 　 P.20

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
t≦15cm 147.0 　 P.20

鉄筋コンクリート ｍ3 9.2 　 P.20

アスファルト ｍ3 13.5 　 P.20

側　溝　工

盛土への流用は、良質発生土とし、残土は借
地復旧のため、現場内ストックとする

路床盛土

路肩盛土

ｍ3

ｍ3

ｍ3

舗装版切断

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＵ型側溝

ｍ3

ｍ3

m2

m2

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ3

ｍ2

ｍ

m2

m2

構造物取壊し
工

殻運搬処理

作業土工

舗　装　工

床　掘　り

掘　削　工

運搬処理工

道路土工

残土処理

区 画 線 工

盛　土　工

区 画 線 工

機械掘削（土砂）

排水構造物工

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取
壊し

残土処理工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
工

構造物撤去工

m2

m2

m2

溶融式区画線
外側線

（実線、白色、W=15cm）

減速マーク
（実線、白色、W=15cm換算）

アスファルト舗装
ｔ≦15cm

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

舗装版破砕

切
廻
し
道
路

付
替
え
道
路

土木安定
シート

土木安定
シート

-2-



§2． 道 路 土 工
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道
 路

 土
 工

 数
 量

 集
 計

 表

敷
地

造
成

　
作

業
ヤ

ー
ド

乗
入

れ

掘
　

削
　

工
機

械
掘

削
（
土

砂
）

C
1

流
用

可
1
1
.6

　
8
2
.9

4
4
.8

　
　

1
3
9
.3

盛
　

土
　

工
路

床
盛

土
B

1
流

用
土

8
.3

2
1
.0

2
9
.3

路
肩

盛
土

B
2

流
用

土
1
1
.2

1
6
.1

2
7
.3

作
業

土
工

機
械

床
掘

（
土

砂
）

C
2

流
用

可
4
.2

4
.2

切
　

　
　

土
流

用
土

m
3

C
1
　

～
　

C
2

1
4
3
.5

盛
　

　
　

土
流

用
土

m
3

B
1
　

～
　

B
2

5
6
.6

流
用

土
の

計
算

流
用

土
m

3
V

=
1
4
3
.5

（
C

1
～

C
2
)-

5
6
.6

（
B

1
～

B
2
)÷

0
.9

＝
8
0
.6

8
0
.6

残
土

処
理

工
残

土
処

理
m

3
8
0
.6

盛
土

へ
の

流
用

は
、

良
質

発
生

土
と

し
、

残
土

は
借

地
復

旧
の

た
め

、
現

場
内

ス
ト

ッ
ク

と
す

る

m
3

m
3

備
　

　
考

m
3

種
　

　
別

細
　

　
別

規
　

　
格

単
位

合
　

　
計

付
替

え
道

路
切

廻
し

道
路

m
3
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種　　別 算　　　　　　　　式 数　　　量

1. 機械掘削 ○切廻し道路

（土砂） 縦断図より

V1＝ 0.178 × 1/2 × 16.25 × 4.20 ＝ 6.07 ｍ3

（掘削深） （平均） （対象延長） （掘削幅）

V2＝ 0.134 × 1/2 × 14.24 × 4.20 ＝ 4.01 ｍ3

（掘削深） （平均） （対象延長） （掘削幅）

V3＝ 0.130 × 1/2 × 5.69 × 4.20 ＝ 1.55 ｍ3

（掘削深） （平均） （対象延長） （掘削幅）

ΣV＝ 11.6 ｍ3

○敷地造成（作業ヤード）

V1＝ 3.27 × 25.35 ＝ 82.9 ｍ3

（単位数量） （平均敷地幅）

○敷地造成（乗入れ付替え）

V1＝ 12.81 × 3.50 ＝ 44.8 ｍ3

（単位数量） （幅員）

2. 路床盛土 ○切廻し道路

（流用土） 縦断図より

V1＝ 0.200 × 5.58 × 4.20 ＝ 4.69 ｍ3

（平均盛土高） （対象延長） （盛土幅）

V2＝ 0.090 × 9.47 × 4.20 ＝ 3.58 ｍ3

（平均盛土高） （対象延長） （盛土幅）

ΣV＝ 8.3 ｍ3

○付替え道路

縦断図より

V1＝ 0.131 × 40.14 × 4.00 ＝ 21.0 ｍ3

（平均盛土高） （対象延長） （盛土幅）

-5-



種　　別 算　　　　　　　　式 数　　　量

3. 路肩盛土 ○切廻し道路

（流用土） V1＝ 0.100 × 55.80 × 2 ＝ 11.16 ｍ3

（単位数量） （対象延長） （両側）

○付替え道路

V2＝ 0.200 × 40.14 × 2 ＝ 16.06 ｍ3

（単位数量） （対象延長） （両側）

4. 機械床掘 ○切廻し道路（素掘り側溝）

（土砂） V1＝ 0.080 × 39.70 ＝ 3.2 ｍ3

（単位数量） （対象延長）

V2＝ 0.080 × 12.54 ＝ 1.0 ｍ3

（単位数量） （対象延長）

ΣV＝ 4.2 ｍ3
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設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図

番

成

果
図

番

当

該
図

番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

V=1:100(200)
H=1:250(500)

縦断図（切廻し道路、付替え道路）

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　西北畑八反線
農道 高舘32号線

-

令和 7年 3月26日作成

H=1:200

V
=
1
:
1
0
0
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§3． 排 水 構 造 物 工
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側　溝　工　　数　量　集　計　表

細　　別 規　　格 単位 数　　量 備　　考

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ落蓋側溝
250

L=1.0m/本 ｍ 6.0 参考重量　172kg
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ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ落蓋側溝250　数量集計表（10m当り）

種       別 規       格 単位 数      量 備        考

基　礎　砕　石
RC-40
t=10㎝ m3 0.5

本 モ　ル　タ　ル 1：3 m3 0.1

本　　　　　体
1.0m/本

参考重量　172kg 本 10

体

工 グレーチング蓋
（車道用）　L=1.0m/枚

参考重量　23kg 枚 10

機　械　床　掘 m3 -

埋　戻　し　D m3 -

基　面　整　正 m2 4.6

作
業
土
工
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略　　　　　図

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ落蓋側溝250

（10.0ｍ当り数量）

種　　別 算　　　　　　　　式 数　　　量

1. 基礎砕石 V＝ 0.46 × 0.10 × 10.000 ＝ 0.5 ｍ3

（RC-40）

t=10cm

2. モルタル V＝ 0.30 × 0.03 × 10.000 ＝ 0.1 ｍ3

（1 : 3）

3. 本　　体 N＝ 10.000 ÷ 1.000 ＝ 10.0 本

（ｍ/本）

4. ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 N＝ ＝ 10 枚

5. 基面整正 A＝ 0.46 × 10.000 ＝ 4.6 ｍ2
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§4． 舗 装 工
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 舗　装　工　　数　量　集　計　表

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 表 層 工
再生密粒度As20F

t=5cm 226.2 226.2

上層路盤工
再生As安定処理

t=6cm 231.8 231.8

下路盤工
RC-40
t=13cm 237.3 237.3

土木安定シート PP系織布 211.1 211.1

表 層 工
再生密粒度As20F

t=5cm 165.6 165.6

路 盤 工
RC-40
t=20cm 169.6 169.6

土木安定シート PP系織布 232.8 232.8m2

m2

m2

m2

m2

切
廻
し
道
路

付
替
え
道
路

m2

m2

控　除 合　　計 備　考種       別 細       別 規　　　格 単位 計算書
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略　　　　　図

種　　別 算　　　　　　　　式 数　　　量

【切廻し道路】

1. 表層工 A＝ 162.50 + 63.70 ＝ 226.2 ｍ2

（CAD求積） （CAD求積）

2. 上層路盤工 A＝ 166.60 + 65.20 ＝ 231.8 ｍ2

（CAD求積） （CAD求積）

3. 下層路盤工 A＝ 170.60 + 66.70 ＝ 237.3 ｍ2

（CAD求積） （CAD求積）

4. 土木安定シート A＝ 6.10 × 34.60 ＝ 211.1 ｍ2

（敷設幅） （対象延長）

舗　装　工　計　算　書
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種　　別 算　　　　　　　　式 数　　　量

【付替え道路】

1. 表層工 A＝ 165.60 ＝ 165.6 ｍ2

（CAD求積）

2. 路盤工 A＝ 169.60 ＝ 169.6 ｍ2

（CAD求積）

3. 土木安定シート A＝ 6.00 × 38.80 ＝ 232.8 ｍ2

（敷設幅） （対象延長）

-15-



§5． 区 画 線 工
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区　画　線　工　　数　量　集　計　表

細       別 規       格 単位 数      量 備        考

溶融式区画線

外　側　線 実線、白色、W=15cm ｍ 62.2 27.6 + 34.6

減速マーク 実線、白色、W=15cm換算 ｍ 32.0 4.0ｍ/箇所 × 8
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.4

IP.1

+
5.
45

TA2

R5.KBM1
H=20.580

R5.KBM2
H=19.773

設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図

番

成

果
図

番

当

該
図

番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

S=1:200
（S=1:400）

区画線計画図（切廻し道路）

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 7年 3月26日作成

作業ヤード

乗
入
れ
付
替
え

L=25.30m

民地乗入れ

3.27m

3.
50
m

通行止め

通行止め

通行止め

通行止め

A2

R=
15
.0
m

R=
15
.0
m

R=
15
.0
m

R=15.0m

作業ヤード

2-2’断面1-1’断面

増
田
川
管
理
用
道
路

（
一
般
車
の
通
行
な
く
需
要
無
し
）

減速マーク
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§6． 構 造 物 撤 去 工
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構 造 物 撤 去 工　　数 量 集 計 表

種　別　・　細　別 規　　格 単位 数　　量 取り扱い 備　　考

構造物取壊し工

舗装版切断
アスファルト舗装

ｔ≦15cm m 13.0 -

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 9.2 - 2.50ｔ/ｍ3

舗装版取壊し
アスファルト舗装

t≦15cm m2 147.0 - 2.30ｔ/ｍ3

運搬処理工

殻運搬処理 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 9.2 - 2.50ｔ/ｍ3

ｱｽﾌｧﾙﾄ m3 13.5 - 2.30ｔ/ｍ3
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略　　　　　図

種　　別 算　　　　　　　　式 数　　　量

1. 舗装版切断

（t≦15cm） L＝ 4.00 + 9.00  ＝ 13.0 ｍ

2. ｺﾝｸﾘｰﾄ 対象延長

構造物取壊し L＝ 7.50 + 19.80 ＝ 27.3 ｍ

（鉄筋構造物）

想定断面積

A1＝ 1.40 × 0.15 ＝ 0.21 ㎡

A2＝ 0.85 × 0.15 ＝ 0.13 ㎡

ΣA＝ 0.34 ㎡

取壊し体積

V＝ 27.3 × 0.34 ＝ 9.2 ｍ3

3. 舗装版破砕 既設舗装厚　t=10cm

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A1＝ 122.30

t≦15cm

既設舗装厚　t=5cm

A2＝ 24.70 ΣA＝ 147.0 ｍ2

構造物撤去工　計　算　書
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種　　別 算　　　　　　　　式 数　　　量

4. 殼運搬処理

（鉄筋構造物） V1＝ ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し（鉄筋構造物） より ＝ 9.21

ΣV＝ 9.2 ｍ3

5. 殻運搬処理 V1＝ 122.30 × 0.10 ＝ 12.23

ｱｽﾌｧﾙﾄ

V2＝ 24.70 × 0.05 ＝ 1.24

ΣV＝ 13.5 ｍ3
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設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図
番

成
果
図

番

当

該

図
番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

図 示

河原前橋　現況一般図

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度

＊
＊

㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 6年 1月23日作成

河原前橋　現況一般図
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　2. 下部工において、地中部の形状・寸法は推定である。

　3. 施工時に再度計測し、形状を確認すること。

24
00

23
00

24
00

6800

400 4300 400

1
0
0

1
0
0

9
3

コンクリート舗装

2% 2%

t=50mm

212 14@334=4676 212

5100

3
9
0

4
1
0

1
5
0

3
7
5

3
7
5

8
0
0

5100

上部工断面図 S=1:50

（S=1:100)

3
9
0

4
1
0 8
0
0

- 2 -



設計

年度
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位置縮     尺

図     名

工 事 名
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図 示
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令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度

＊
＊

㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 6年 1月23日作成
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　1. 本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

　2. 下部工において、地中部の形状・寸法は推定である。

　3. 施工時に再度計測し、形状を確認すること。
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(ガードレール)伸縮装置撤去

下部工撤去
(ブロック解体)

伸縮装置撤去

防護柵撤去

(ガードレール)

下部工撤去
(ブロック解体)

下部工撤去
(ブロック解体)

下部工撤去
(ブロック解体)

下部工撤去
(ブロック解体)

(ブロック解体) (ブロック解体)

油圧式静的破壊工によるブロック解体

400 4300 400

1
0
0

1
0
0

9
3

2% 2%

212 14@334=4676 212

5100

3
9
0

4
1
0

1
5
0

3
7
5

3
7
5

8
0
0

5100

上部工断面図 S=1:50

（S=1:100)

3
9
0

4
1
0 8
0
0

主桁撤去

防護柵撤去

(ガードレール)

防護柵撤去

(ガードレール) RC床版撤去

(ブロック解体)
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設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図
番

成
果
図

番

当

該

図
番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

図 示

上部工撤去図

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度

＊
＊

㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 6年 1月23日作成

上部工撤去図

平 面 図 S=1:50

（S=1:100)

注記

　1. 本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

　2. 施工時に再度計測し、形状を確認すること。

主桁撤去図

平 面 図 S=1:50

（S=1:100)

橋面工撤去図

35 桁　長 9000 30 桁　長 9000 35

橋　長 18100

35 桁　長 9000 30 桁　長 9000 35

橋　長 18100

5
1
00

4@2000=8000

笠木付ガードレール撤去
H=0.800m

凡例

ワイヤソー切断

ワイヤソー貫通孔

※床版吊孔の位置は、状況に応じて適宜調整すること。

4
00

4
30
0

4
00

5
1
00

5
2

1
4
@
3
3
4
=
46
76

5
2

5
1
00

4
0
0

4
3
00

4
0
0

5
1
00

4
0
0

4
3
00

4
0
0

1
60

1
6
0

600 430 600 4@2000=8000

4@2000=8000 600 430 600 4@2000=8000

A2A1 P1

A2A1 P1

ワイヤソー切断

ワイヤソー貫通孔
φ50

ワイヤソー切断

ワイヤソー貫通孔
φ50

ワイヤソー貫通孔
φ50

床版吊り孔

床版吊り孔
φ100

床版吊り孔
φ100

2000 5000 2000 2000 5000 2000

笠木付ガードレール撤去
H=0.800m

笠木付ガードレール撤去
H=0.800m

笠木付ガードレール撤去
H=0.800m

60
°
0'
0"

60
°
0'
0"

60
°
0'
0"

60
°
0'
0"

断 面 図 S=1:30

（S=1:60)

400

5100

4300 400

3
7
5

160 14@334=4676 160

5100

52 52

ワイヤソー切断 ワイヤソー切断

4
2
5

4
2
5

4
6
8

コンクリート舗装

t=50mm

1
5
0

400

5100

4300 400

1
0
0

1
0
0

支柱ガス切断
φ114.3

3
9
0

4
1
08
0
0

支柱ガス切断
φ114.3

3
9
0

4
1
0 8
0
0

笠木付ガードレール撤去
H=0.800m

笠木付ガードレール撤去
H=0.800m

断 面 図 S=1:30

（S=1:60)

端部(地覆部) 中間部

A=0.18m2,L=9.000m A=0.16m2,L=9.000m

S=1:10

（S=1:20)

W=4.05t/本 W=3.60t/本

1
5
0

3
7
5

5
2
5

350

379

29

334

167 167

3
7
5

9
3

4
68

327 334

S=1:10

（S=1:20)
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正 面 図 断 面 図

平 面 図

2
4
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0 1
0
0

6
0
0

1
0
0

6800

100 6600 100

100 600 100

800

設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図
番

成
果
図

番

当

該

図
番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

図 示

下部工撤去図(その2)

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度

＊
＊

㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 6年 1月23日作成

注記

　1. 本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

　2. 下部工において、地中部の形状・寸法は推定である。

　3. 施工時に再度計測し、形状を確認すること。

100 6400

6600

100

ワイヤソー切断

ワイヤソー貫通孔
φ50

2400

2
4
00

6800

フ-チング(上部)

カッター切断

2
5
5
0

6
0
0

3
0
0

4
3
00

2
5
0
5
0
0

4
0
0

1
0
0
0

7
5
0

800 800 800

下部工撤去図(その2) S=1:50

（S=1:100)(P1橋脚)

凡例

ワイヤソー切断

カッター切断

ワイヤソー貫通孔

※解体ブロック撤去時の吊孔は、撤去状況に応じて、

　適宜設置する。

ワイヤソー切断位置

1
5
0
0

1
8
0
0

1 2 2 1

3 4 4 3

ワイヤソー切断

4@1600=6400

7
0
0

3
0
0

2
5
5
0

6
0
0

3
0
0

4
3
00

2
5
0
5
0
0

4
0
0

1
0
0
0

7
5
0

1
5
0
0

1
8
0
0

7
0
0

3
0
0

5 5 5 5

6 6 6 6

7 7 7 7

ワイヤソー切断

200 6400 200

6800

4@1700=6800

4@1700=6800

8
0
0

8
0
0

8
0
0

ワイヤソー切断

ワイヤソー切断位置

2
4
0
0

6800

4@1700=6800

カッター切断

カッター切断位置

5 5 5 5

( 7 ) ( 7 ) ( 7 ) ( 7 )

ﾌﾞﾛｯｸ番号

解体ブロック重量表
部 位

梁＋柱

区 分

有筋

重量(t)

4.091

梁＋柱 有筋 4.102

柱 有筋 4.143

有筋 5.785

有筋 3.066

無筋 2.887

フーチング

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

6 6 6 6

フ-チング(下部)
(均しコンクリート)

※( )内は、均しコンクリートを示す。

ワイヤソー切断

フーチング

100 4@1600=6400 100 ワイヤソー切断位置

ワイヤソー切断

Wmax=4.10t/ﾌﾞﾛｯｸ

梁＋柱

Wmax=4.32t/ﾌﾞﾛｯｸ

竪壁

Wmax=3.06t/ﾌﾞﾛｯｸ

フーチング

Wmax=2.88t/ﾌﾞﾛｯｸ

均しコンクリート

Wmax=5.78t/ﾌﾞﾛｯｸ

フーチング

柱 有筋 4.324
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設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図
番

成
果
図

番

当

該

図
番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

図 示

土工図計画図

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度

＊
＊

㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

土工図計画図

Co
G G

Co
Co

側 面 図 S=1:100

（S=1:200)

A2A1

4T-2

20.63

20.56

Ja

高舘分団第3部

ゴ
ミ
置
き
場

量

抜

HPφ
600

仕

仕

制

汚

仕

石
碑

KBM.20
16.84

汚

護
床
崩
れ

As

護
床

H=20.127

Co

16.86

16.96

17.07

17.10

17.11

20.63

17.01

17.10

17.32

17.29

17.02

17.13

20.57

20.08

19.90

19.72

20.63

20.69

20.65

20.70

Ja

落U360×360

18.86

19.79

20.01

19.86

19.65

T:樽水10左3

T
:樽

水
10左

3

E
:川

上
枝

線
8南

1

E:川上枝線8

Br

G

HPφ300行先不明

VPφ
1
50行

先
不

明

HPφ600

掲
示

板

看
板

水道管(添架)φ330

G

ホ-ス掛け跡

ホ-ス掛け

Co

D
D

河原前橋

ポンプ車庫・詰所

N
O
.2

N
O
.
3

R=200

L=9.677

A=72

L=25.92

IP.1

+
5
.
45

NO.42

BC-11

SP-11

EC-10

NO.41+18.756

HP底高19.09

A1 A2

平 面 図

9050

橋　長 18100

S=1:100

（S=1:200)

15.00

20.00

DL=10.00

25.00

9050

P1

P1

9050

橋　長 18100

9050

60
°

60
°

至　愛島塩手 至　高舘吉田

至　愛島塩手 至　高舘吉田

一
級
河
川
増
田
川

20.33

17.25

20.42

As

注記

　1. 本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

　2. 下部工において、地中部の形状・寸法は推定である。

　3. 施工時に再度計測し、形状を確認すること。

1:0.5

1:
0.
5

1:0.5 1:
0.
5

1:0.5

1:
0.
5

4
0
0

4
3
0
0

4
0
0

5
1
00

20.4m2

61
0

24
00

66
9

6800

2467

36
79

埋戻し

床掘

種別 数 量

14.4m2

4.7m2

種別 数 量

1.7m2

18.8m2

種別 数 量

14.0m2

埋戻し

床掘

埋戻し

床掘

5773

13
33

18
84

24
00

56
17

1970

3292

11035

2321

5773

3372

1964

11109

1859

1862

6800

11588

10522

6800

610

8020

610

5
0
3
0

4
4
7
0

9
5
0
0

4
9
9
0

2
5
1
0

7
5
0
0

5
0
3
0

2
4
7
0

7
5
0
0 3
49
0

4
5
1
0

8
0
0
0

4
9
9
0

4
0
1
0

9
0
0
0

大型土のう工
3段積み

大型土のう工
3段積み

鋼矢板Ⅲ型

12
28

24
91

23
0060

19

17.05

17.20

G
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4T-2

4T-3

As

20.23

20.33

20.63
20.56 20.45

20.25
20.05

L型300(想定)

汚

Ja

高舘分団第3部

ゴ
ミ
置
き
場

量

抜

HPφ
600

仕

仕

制

汚

仕

石
碑

汚

HPφ400行先不明

KBM.20

16.84

倉庫

護
床

落U250

汚

汚

護
床
崩
れ

落U300
As

護
床

As

休耕地

落U300

Co

H=20.127

Co

16.86

16.96

17.07

17.10

17.05

17.20

17.25

17.11

20.63

20.42

20.22

17.01

17.10

17.14

17.2817.47

17.44

17.35

17.32

17.32

17.29

17.02

17.13

17.38

17.55

20.55

20.45

20.56

20.56

20.57

20.08

19.90

19.72

19.77

19.89

20.63

20.69
20.65

20.70

20.68

20.67

20.69

G

As

Ja

落U360×360

18.86

19.79

20.0119.95

20.14

20.22

20.15

20.15
20.10

20.04

19.93

19.86

19.65

19.67

19.69

T:樽水10左3

T
:樽

水
10左

3

右
1

E:川上枝線8-A

E:
川
上
枝

線
8南

1

E:川上枝線8南2

E:川上枝線8

Br

G

G

家　屋

HPφ300行先不明

V
Pφ

15
0行

先
不

明

HPφ600

掲
示

板

看
板

HP
φ
60
0

水道管(添架)φ330
G

市道 旧東道路線

市道 旧東道

ホ-ス掛け跡
ホ-ス掛け

石

Co

呑み口高さ不明

Co

D
D 河原前橋

ポンプ車庫・詰所

NO
.0

N
O.
1

N
O
.2

N
O
. 3

N
O
. 4

R=∞

L=2

A=72

L=25.92

R=200
L=9.677

A=72

L=25.92
R=∞

L=16.483

IP.1

+
5
.
45

EC-11

NO.43

NO.42

BC-11

SP-11

EC-10

SP-10
NO.41

NO.41+18.756

I
P-
1
0

H25B-14

L=6.45m

GH=20.354

R5B-1

R5B-2

HP

HP底高19.00

HP底高19.09

R5.KBM1
H=20.580

A1 A2

一
級
河
川
増
田
川

60
°

60
°

35 桁　長 9000 35

橋　長 18100

30 桁　長 9000

P1

輸送トラック

作
業
半
径
 18m

100t吊クローラークレーン

61
60

施工ステップ図(その1)

設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図
番

成
果
図

番

当

該

図
番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

図 示

施工ステップ図(その1)

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度

＊
＊

㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 6年 1月23日作成

施工フロー

準　備　工

橋面付属物の撤去

主桁の切断・吊上げ撤去

搬出後、破砕・殻処理

仮設の設置 ・施工ヤード整備等

・防護柵、排水管、伸縮装置の撤去

・ワイヤソー切断、吊上げ撤去

(旧橋撤去：上部工撤去)

Co
G G

Co
Co

35 桁　長 9000 35

橋　長 18100

30 桁　長 9000

A1 P1 A2

主桁
Wmax=4.1t/本 

DL=15.00

平 面 図 S=1:150

（S=1:300)

側 面 図 S=1:150

（S=1:300)

・別途破砕ヤードに搬出し、破砕・殻処理
輸送トラック

100t吊クローラークレーン

作業半径
18.3m 21.3m 24.4m 27.4m

定格総荷重表　（クローラークレーン 100t吊り)

30.5m 33.5m 36.6m
ブーム長さ

12.0m 36.3 36.1 36.1 35.9 35.7 35.7

14.0m 29.3 29.2 29.0 28.9 28.8

16.0m 24.6 24.5 24.3 24.1 24.0

18.0m 21.0 20.9 20.7 20.6

22.0m 15.9 15.615.8 16.1 15.7

20.5

29.5

24.8

21.3

36.5

29.8

※クレーン選定荷重

24.1

20.0m 18.0 17.818.4 18.2 17.817.2

　Wmax=4.1t/本×20%=4.9t
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4T-2

4T-3

As

20.23

20.33

20.63
20.56 20.45

20.25
20.05

L型300(想定)

汚

Ja

高舘分団第3部

ゴ
ミ
置
き
場

量

抜

HPφ
600

仕

仕

制

汚

仕

石
碑

汚

HPφ400行先不明

KBM.20

16.84

倉庫

護
床

落U250

汚

汚

護
床
崩
れ

落U300
As

護
床

As

休耕地

落U300

Co

H=20.127

Co

16.86

16.96

17.07

17.10

17.05

17.20

17.25

17.11

20.63

20.42

20.22

17.01

17.10

17.14

17.2817.47

17.44

17.35

17.32

17.32

17.29

17.02

17.13

17.38

17.55

20.55

20.45

20.56

20.56

20.57

20.08

19.90

19.72

19.77

19.89

20.63

20.69
20.65

20.70

20.68

20.67

20.69

G

As

Ja

落U360×360

18.86

19.79

20.0119.95

20.14

20.22

20.15

20.15
20.10

20.04

19.93

19.86

19.65

19.67

19.69

T:樽水10左3

T
:樽

水
10左

3

右
1

E:川上枝線8-A

E:
川
上
枝

線
8南

1

E:川上枝線8南2

E:川上枝線8

Br

G

G

家　屋

HPφ300行先不明

V
Pφ

15
0行

先
不

明

HPφ600

掲
示

板

看
板

HP
φ
60
0

G

市道 旧東道路線

市道 旧東道

ホ-ス掛け跡
ホ-ス掛け

石

Co

呑み口高さ不明

Co

D
D 河原前橋

ポンプ車庫・詰所

NO
.0

N
O.
1

N
O
.2

N
O
. 3

N
O
. 4

R=∞

L=2

A=72

L=25.92

R=200
L=9.677

A=72

L=25.92

R=∞

L=16.483

IP.1

+
5
.
45

EC-11

NO.43

NO.42

BC-11

SP-11

EC-10

SP-10
NO.41

NO.41+18.756

I
P-
1
0

H25B-14

L=6.45m

GH=20.354

R5B-1

R5B-2

HP

HP底高19.00

HP底高19.09

R5.KBM1
H=20.580

A2

一
級
河
川
増
田
川

A1

P1

輸送トラック

100t吊クローラークレーン
大型土のう工

P1
橋
脚
撤
去

作
業
半
径
 1
6m 61
60

鋼矢板Ⅲ型

根固めブロック撤去

3段積み

大型土のう工
3段積み

根固めブロック撤去

設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図
番

成
果
図

番

当

該

図
番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

図 示

施工ステップ図(その2)

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度

＊
＊

㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 6年 1月23日作成

施工フロー

Co
G G

Co
Co

橋　長 18100

A1

P1

A2

仮締切工設置

1:0.5 1:
0.
5

施工ステップ図(その2)
(旧橋撤去:下部工撤去)

P1橋脚
Wmax=5.8t/ﾌﾞﾛｯｸ 

DL=15.00

平 面 図 S=1:150

（S=1:300)

側 面 図 S=1:150

（S=1:300)

P1橋脚の床掘

P1橋脚の切断・吊上げ撤去 ・カッター、ワイヤソー切断、吊上げ撤去

・別途破砕ヤードに搬出し、破砕・殻処理

搬出後、破砕・殻処理

P1橋脚の埋戻し

輸送トラック

・鋼矢板打込み、大型土のう設置

100t吊クローラークレーン

鋼矢板Ⅲ型
L=8.00m

根固めブロック撤去

2
1
51

19.157
締切時水位

5
8
4
9 8
0
0
0

作業半径
18.3m 21.3m 24.4m 27.4m

定格総荷重表　（クローラークレーン 100t吊り)

30.5m 33.5m 36.6m
ブーム長さ

12.0m 36.3 36.1 36.1 35.9 35.7 35.7

14.0m 29.3 29.2 29.0 28.9 28.8

16.0m 24.6 24.5 24.3 24.1 24.0

18.0m 21.0 20.9 20.7 20.6

22.0m 15.9 15.615.8 16.1 15.7

20.5

29.5

24.8

21.3

36.5

29.8

※クレーン選定荷重
　鋼矢板引抜時 Wmax=19.2t

24.1

20.0m 18.0 17.818.4 18.2 17.817.2

仮締切工撤去

・割栗石詰

- 10 -



4T-1

4T-4

4T-2

4T-3

4T-2-1

KBM.20
H=20.127

一
級
河
川
増
田
川

市道 旧東道路線

市道 旧東道路線

市
道
 西

北
畑
八
反
線

一
級
河
川
増
田
川

河
川
保
全
区
域

河
川
区
域

河
川
保
全
区
域

河
川
区
域

河
川
保
全
区
域

河
川
区
域

河
川
保
全
区
域

河
川
区
域

河原前橋

農
道

 高
舘

32号
線

N
O
.0

N
O.
1 N
O
.2

N
O
.3

N
O
.4

IP.1

+
5.
45

TA2

R5.KBM1
H=20.580

R5.KBM2
H=19.773

設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図

番

成

果
図

番

当

該
図

番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

S=1:200
（S=1:400）

仮設計画平面図

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 7年 3月26日作成

作業ヤード

乗
入
れ
付
替
え

L=25.30m

民地乗入れ

3.27m

3.
50
m

通行止め

通行止め

通行止め

通行止め

A2

鋼矢板Ⅲ型

70t吊

クローラクレーン

全回転式ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機

油圧パワーユニット

ケーシング

ダンプトラック

バックホウ

R=
15
.0
m

R=
15
.0
m

R=
15
.0
m

R=15.0m

作業ヤード

鉄筋仮置き場

生コンスロープ

鉄筋加工場

残 土

2-2’断面

1-1’断面

増
田
川
管
理
用
道
路

（
一
般
車
の
通
行
な
く
需
要
無
し
）

SYK1

SYK2

SYK3

SYK4

SYK5

SYK6

SYK7

SYK8

SYK9

SYK10

SYK11

SYK12

SYK13

高
低

差

75
0

NO.1

NO.0

NO.2

NO.3

NO.0

NO.1

NO.2

3-3’断面

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ落蓋側溝
250素掘り側溝
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設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図

番

成

果
図

番

当

該
図

番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

V=1:100(200)
H=1:250(500)

縦断図（切廻し道路、付替え道路）

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　西北畑八反線
農道 高舘32号線

-

令和 7年 3月26日作成

H=1:200

V
=
1
:
1
0
0
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4T-1

4T-4

4T-2

4T-3

4T-2-1

KBM.20
H=20.127

一
級
河
川
増
田
川

市道 旧東道路線

市道 旧東道路線

市
道
 西

北
畑
八
反
線

一
級
河
川
増
田
川

河原前橋

農
道

 高
舘

32号
線

N
O
.0

N
O.
1 N
O
.2

N
O
.3

N
O
.4

IP.1

+
5.
45

TA2

R5.KBM1
H=20.580

R5.KBM2
H=19.773

設計

年度
設 計 者

名　　取　　市
図

番

成

果
図

番

当

該
図

番

位置縮     尺

図     名

工 事 名

箇     所

工事番号 号

S=1:200
（S=1:400）

区画線計画図（切廻し道路）

令和   年度                   工事

（　　）内は縮小版の縮尺を表す。

令和 6 年度㈱地清建設企画

路 線 名

名取市高舘川上　地内

市道　旧東道路線

-

令和 7年 3月26日作成

作業ヤード

乗
入
れ
付
替
え

L=25.30m

民地乗入れ

3.27m

3.
50
m

通行止め

通行止め

通行止め

通行止め

A2

R=
15
.0
m

R=
15
.0
m

R=
15
.0
m

R=15.0m

作業ヤード

2-2’断面1-1’断面

増
田
川
管
理
用
道
路

（
一
般
車
の
通
行
な
く
需
要
無
し
）

減速マーク
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